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下巻・「第９ 切籠天地のまのけて」 

はじめに 

 本題の「切籠」は「きりこ」と読み、「天地のま」とは、「切籠」の上下という意味でし

ょう。それを取り除いた、下の図の正方形と三角形の部分だけの立体を問題にしています。

こういう立体の入れ物が、江戸時代にはあったのですね。何を入れたのかわかりません。

しかし、正方形と三角形がガラスでできているのであれば、まるで金魚鉢のような感じで

すね。今までははっきりした入れ物の容積を求めてきましたが、これは結構複雑な形状を

しています。このようなものでも容積を求められるのでしょうか。原文から入りましょう。 

 

１．「切籠天地のまのけて」とは 

 まず原文を提示しましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問は、 

 此八寸ノきりこノそとまわりニ一寸ノまなにほと有と問 

とあります。現代文になおしますと、 

 ８寸角でできている切籠（きりこ）の周囲には、１寸のまはどれほどになりますか 

でしょう。 

 ここの「切籠の周囲」ですが、本題にある「切籠天地のまのけて」とあることから、

上の図の切籠の上部の飾り部分と、下の足になっている部分を除いた真ん中の部分の周

ということでしょう。図に表しますと、次のページのごとくです。 
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 右の図が、上部と下部とを取り除いた切籠 

の真ん中の部分です。この真ん中の部分の、 

上下部の正方形を除いた側面の正方形と正三 

角形の部分の「ま」つまり面積を求めよと、 

言っているのですね。 

 ここまで本文の状態が分かったところで、 

原文を読下し文に直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

２．天地のまを除いた「切籠」の周囲の面積を求める 

 答として、次のように書かれています。 

  ４７７ま６分９厘６毛 

 下巻の１「坪定め」で出てきた「ま」ですので、改めての「ま」の解釈は省きます。 

切籠の一辺の長さは「８寸」と書かれていますし、問でも「１寸のまがどれほどあるか」

ですので、答えは「１寸のま」が求められる面積の単位になります。 

 では、ここからは、解法に入りましょう。 

  ８寸どうしをかけると６４となります。これに四面八角の法７．４６４をか

けると、４７７ま６分９厘６毛となります 
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  はじめの「８寸」とは、切籠の側面の正三角形と正方形の一辺の長さですね。これ

どうしをかけるので、１つの正方形の面積が求められます。 

  ８×８＝６４（寸２＝１寸のま） 

これに「四面八角の法７．４６４をかける」とあります。この「四面八角の法」とは、

正方形が４面と正三角形が８面あり、これ全体の面積を求めるための定数と考えられま

す。従来の正三角形、正六角形、正八角形などの面積を求める際に、まず正方形の面積

を求め、それに「三角の法０．４３３」「六角の法２．５９８」「八角の法４．１４２」

という定数をそれぞれかけたことを思い出してください。それと同様に、この切籠では、

正方形が４つと正三角形が８つあるので、「四面八角の法」という定数をかけて面積を

求めるのです。この定数が「７．４６４」なのです。 

  ６４×７．４６４＝４７７．６９６ 

つまり、４７７ま６分９厘６毛です。 

 

３．天地のまを除いた切籠の「四面八角の法７．４６４」をかける起りは  

 次の課題は、「四角八角の法７．４６４」がどこから出てきたのか、その起源を明ら

かにするというものです。では、現代文で見ていきましょう。 

  右の天地をのけて、四面八角の法７．４６４をかけるおこりですが、１尺四

方のきりこ一つに１寸のまは１００あります。これに、四面なので４をかけ

ると４００となります。 

 右の図で、赤斜線部は一辺の長さが１尺の 

正方形です。この正方形の面積は、 

  １×１＝１（尺２＝１尺のま数） 

なので、１寸のまは、 

  １尺のま数１＝１寸のま数１００ 

ですね。この正方形が、切籠全体では４面あ 

るので、４倍します。 

  １００×４＝４００（１寸のま数） 

 

  八つの三角形は、一辺が１尺の正三角形です。１尺の正三角形は一寸のまが

４３．３あります。この正三角形が８つあるので、８をかけると１寸のまは 

  ３４６．４となります。 

 上の図の切籠の青斜線部は、一辺の長さが１尺の正三角形です。この面積は、同じ一

辺の長さの正方形の面積の０．４３３倍でした（上巻第１１・三角の法０．４３３）の

で、この正三角形の面積は、 

  １００×０．４３３＝４３．３（１寸のま数） 

となります。これが８こあるので、 
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  ４３．３×８＝３４６．４（１寸のま） 

 

  これに先の４００を加えると７４６ま４分となるので、７．４６４をかける

のです。 

  正 方 形 部：４００ 

  正三角形部：３４６．４ 

これを合わせて、 

  ４００＋３４６．４＝７４６．４（１寸のま数） 

 

４．天地のまを除いた切籠の側面に、３寸箔をおくときは  

 この「３寸箔」とは、一辺が３寸の正方形の箔のことです。 

  ３寸を互いにかければ一寸のまは９つになります。これで７４６．４を割れ

ば、箔が８２枚９分３厘いることになります。 

 ３寸角の箔の面積は、 

  ３×３＝９（１寸のま数） 

切籠の側面全体の面積を、この箔の面積で割ると、箔の必要枚数が求められますね。 

  ７４６．４÷９＝８２．９３３３・・・ 

         ≒８２．９３（１寸のま数） 

と、求められました。但し、小数第３位以下を切り捨てています。切り捨てると切籠の

側面全体を箔で覆うことはできません。やはりここは箔の必要枚数を問題にしています

ので、整数値がふさわしいと思います。 

  ８２．９３３３・・・≒８３（１寸のま数） 

こちらが正解ではないでしょうか。具体的な物を相手にしていますので、実際の生活場

面で考えることが大事なように思います。単に計算だけを問題とするなら、田原嘉明の

書かれたことでもいいとは思いますが。 

 

 

 

 

 

 


